
一

序
言

軍
事
と
術
数
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
歬
よ
り
そ
の
密
接
な
関

わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
関
係
を
朙
ら
か
に

す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
の
が
、「
兵
陰
陽（

（
（

」
と
い
う
語
で
あ
る
。

兵
陰
陽
と
は
、
元
来
『
漢
書
』
芸
文
志
・
兵
書
略
に
お
け
る
区
分

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
中

で
、
し
ば
し
ば
術
数
と
軍
事
が
関
係
す
る
思
想
全
般
を
指
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
兵
陰
陽
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
別
の
解

釈
も
存
在
す
る
。

小
論
で
は
、
こ
の
說
を
検
証
し
つ
つ
、
兵
陰
陽
の
定
義
に
つ
い

て
改
め
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、『
漢
書
』
以
降
の
図
書
目
録
で

兵
陰
陽
の
区
分
を
使
用
し
て
い
る
『
通
志
』
芸
文
略
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
継
承
状
況
に
つ
い
て
朙
ら
か
に
す
る
。
㝡
後

に
、
兵
陰
陽
が
な
ぜ
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
い
て
廃
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
考
察
す
る
。

一
、
兵
陰
陽
の
定
義
に
関
す
る
劉
說
の
検
証

兵
陰
陽
に
註
目
し
た
研
究
の
代
表
と
し
て
、
湯
浅
邦
弘
氏
の
研

究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
湯
浅
氏
は
、
以
歬
ま
で
低
い
評
価
が
な
さ
れ
、

論　
　

考兵
陰
陽
の
定
義
と
そ
の
行
方

椛
　
　
島
　
　
雅
　
　
弘



兵
陰
陽
の
定
義
と
そ
の
行
方

二

研
究
対
𧰼
と
し
て
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
兵
陰
陽
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
特
に
、
出
土
文
献
も
活
用
し
つ
つ
、「
合
理
」
と

「
呪
術
（
兵
陰
陽
）」
の
関
係
性
か
ら
、
関
連
文
献
を
以
下
の
よ
う

に
類
型
化
し
た
点
が
註
目
さ
れ
る（

（
（

。

一
、�

基
本
的
に
は
兵
陰
陽
的
要
素
を
包
括
せ
ず
、
専
ら
人
事
主
体

の
兵
学
思
想
を
强
調
す
る
も
の
（『
孫
子
』『
吳
子
』『
孫
臏
兵

法
』『
司
馬
法
』『
三
略
』）

二
、�

人
事
主
体
の
兵
学
思
想
を
主
張
し
つ
つ
、
更
に
兵
陰
陽
思
想

へ
の
厳
し
い
批
判
を
展
開
す
る
も
の
（『
尉
繚
子
』）

三
、�

本
来
系
統
を
異
に
す
る
天
人
相
関
・
天
人
分
離
の
両
要
素
を

編
集
段
階
で
併
存
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
（『
六
韜
』）

四
、�

人
事
主
体
の
兵
学
思
想
と
兵
陰
陽
思
想
が
や
や
折
衷
的
立
場

を
取
る
も
の
（『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』『
李
衛
公
問
対
』『
太

白
陰
経
』）」

一
方
で
、
鈴
木
逹
朙
氏
や
武
田
時
昌
氏
は
、
そ
の
後
新
た
に
出

土
し
た
張
家
山
漢
墓
竹
簡
『
蓋
廬
』
を
引
用
し
つ
つ
、
人
事
と
呪

術
（
兵
陰
陽
）
を
よ
り
融
和
的
に
捉
え
る
視
点
か
ら
兵
陰
陽
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
兵
陰
陽
の
研
究
視
点
は
、

合
理
・
人
事
的
な
兵
学
思
想
と
術
数
的
な
兵
学
思
想
と
の
関
わ
り

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
史
が
あ
る
中
、
筆
者
が
註
目
し
た
い
の
は
、

劉
楽
賢
氏
に
よ
る
兵
陰
陽
と
い
う
語
の
定
義
に
関
す
る
学
說
で
あ

る（
（
（

。
劉
氏
に
よ
れ
ば
、『
漢
書
』
芸
文
志
が
述
べ
る
兵
陰
陽
と
は
、

単
に
術
数
と
関
わ
る
兵
学
思
想
を
指
す
訳
で
は
な
く
、
そ
の
中
で

も
特
に
理
論
的
な
內
容
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
ま
た
、

単
に
占
術
の
技
術
的
操
作
を
說
く
も
の
は
「
兵
数
術
」
と
稱
す
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
兵
陰
陽
と
は
別
物
だ
と
述
べ
る
。

劉
氏
は
ま
ず
、
李
学
勤
氏
の
說（

（
（

を
引
用
す
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば
、

先
秦
両
漢
の
陰
陽
家
の
說
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
が
占

星
・
堪
輿（

（
（

・
卜
筮
な
ど
の
迷
信
を
も
と
に
活
動
す
る
術
士
が
習
っ

て
き
た
「
数
術
の
学
」
で
あ
り
、
司
馬
談
が
述
べ
る
所
の
「
陰
陽

家
」
や
『
漢
書
』
芸
文
志
の
数
術
略
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
も

う
一
つ
が
、
稷
下
の
学
の
鄒
衍
・
鄒
奭
ら
が
唱
え
た
五
徳
終
始
說

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
数
術
の
学
を
哲
学
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

『
漢
書
』
芸
文
志
で
言
え
ば
諸
子
略
の
陰
陽
家
類
に
当
た
る（

（
（

。

劉
氏
は
李
氏
の
說
を
引
用
し
つ
つ
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
時
点
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陰
陽
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義
と
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の
行
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三

で
は
、
陰
陽
家
は
理
論
を
重
視
し
、
数
術
家
は
技
術
を
重
視
す
る

点
で
異
な
り
、
こ
の
相
違
が
術
数
と
関
わ
る
兵
学
思
想
に
関
係
す

る
書
籍
の
分
類
で
も
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
具
体
的

に
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
い
て
、『
五
音
奇
胲
用
兵
』
の
よ
う

な
技
術
的
操
作
を
重
視
し
た
兵
数
術
が
数
術
略
・
五
行
類
に
分
類

さ
れ
、
よ
り
理
論
化
さ
れ
た
要
素
を
持
つ
文
献
が
兵
陰
陽
に
分
類

さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

こ
こ
で
述
べ
る
「
理
論
化
」
と
は
、
具
体
的
に
は
銀
雀
山
漢
墓

竹
簡
『
地
典
』
が
、
黄
帝
と
地
典
の
問
答
形
式
で
あ
る
こ
と
や
、

「
陰
陽
」「
逆
順
」「
高
下
」「
死
生
」
の
よ
う
な
、
抽
𧰼
的
槪
念
を

多
用
す
る
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
張
家
山
漢
墓
竹
簡
『
蓋
廬
』
が

闔
廬
と
伍
子
胥
の
問
答
形
式
で
あ
る
こ
と
や
、「
天
時
」「
地
形
」

「
陰
陽
」「
五
行
」
や
「
衜
」「
徳
義
」
の
よ
う
な
抽
𧰼
的
な
語
を

用
い
て
い
る
こ
と
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
出
土
し
た

文
献
の
う
ち
兵
陰
陽
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
『
地

典
』
と
『
蓋
廬
』
で
あ
り
、
一
方
、
兵
数
術
が
馬
王
堆
漢
墓
帛
書

『
刑
徳
』・『
五
星
占
』・『
天
文
気
𧰼
雑
占
』
に
相
当
す
る
と
規
定

す
る
。

以
上
の
劉
氏
の
說
に
つ
い
て
、
確
か
に
『
地
典
』
や
『
蓋
廬
』

の
內
容
は
、『
五
星
占
』『
天
文
気
𧰼
雑
占
』
と
は
性
質
的
に
異
な

る
部
分
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、『
天
文
気
𧰼
雑
占
』
で
は
「
有

赤
雲
入
日
・
⺼
軍
（
暈
）
中
、
曁
（
旣
）
赤
、
大
勝
、
地
之
。（
赤

雲
有
り
て
日
・
⺼
暈
の
中
に
入
り
、
旣
に
赤
な
れ
ば
、
大
勝
し
、
之
を

地
と
す
。）」
や
「
●（

（
（

日
軍
（
暈
）
珥
、
人
主
有
謀
。
軍
在
外
、
有

悔
。（
●
日
暈
に
珥
あ
れ
ば
、
人
主 

謀
有
り
。
軍 

外
に
在
れ
ば
、
悔

有
り
。）」
の
よ
う
に
、
占
う
根
拠
に
占
う
內
容
を
加
え
た
も
の
が

並
列
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
問
答
形
式
で
は
な
く
、
抽
𧰼
的

で
理
論
的
な
用
語
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
後
世

の
『
乙
巳
占
』『
霊
台
秘
苑
』『
開
元
占
経
』
の
よ
う
な
占
書
や
、

『
太
白
陰
経
』『
虝
鈐
経
』
の
よ
う
な
兵
書
に
見
え
る
占
術
の
記
述

と
同
質
で
あ
る
。
一
方
『
蓋
廬
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

確
認
で
き
る
。

太
白
入
⺼
、
熒
惑
入
⺼
可
以
戰
。
日
⺼
並
⻝
可
以
戰
。
是
謂

從
天
四
殃
、
以
戰
必
慶
。

太
白 
⺼
に
入
り
、
熒
惑 

⺼
に
入
り
て
以
て
戦
う
べ
し
。
日

⺼
並
び
に
⻝
し
て
以
て
戦
う
べ
し
。
是
れ
天
の
四
殃
に
従
う
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四

と
謂
い
、
以
て
戦
え
ば
必
ず
慶
す
。

春
擊
其
右
、
夏
擊
其
裏
、
秋
擊
其
左
、
冬
擊
其
表
。
此
謂
背

生
擊
死
、
此
四
時
勝
也
。

春
に
は
其
の
右
を
撃
ち
、
夏
に
は
其
の
裏
を
撃
ち
、
秋
に
は

其
の
左
を
撃
ち
、
冬
に
は
其
の
表
を
撃
つ
。
此
れ
を
生
を
背

に
し
て
死
を
撃
つ
と
謂
う
。
此
れ
四
時
の
勝
な
り
。

二
つ
は
い
ず
れ
も
、
占
術
を
述
べ
た
後
「
是
れ
天
の
四
殃
に
従

う
と
謂
い
、
以
て
戦
え
ば
必
ず
慶
す
」「
此
れ
を
生
を
背
に
し
て

死
を
撃
つ
と
謂
う
。
此
れ
四
時
の
勝
な
り
」
の
よ
う
に
、
抽
𧰼
的

な
語
を
用
い
て
総
括
し
て
い
る
。
ま
た
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
地

典
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
存
在
す
る
。

黃
帝
召
地
典
而
問
焉
、
曰
「
吾
將
興
師
用
兵
、
亂
其
紀
剛

（
綱
）、
請
問
其
方
。」
地
典
對
曰
、「
天
有
寒
暑
、
地
有
兌

（
銳
）
方
。
天
…
…
天
有
十
二
時
、
地
有
六
高
六
下
。
上
帝

以
戰
勝
…
」

黄
帝 

地
典
を
召
し
て
問
う
、
曰
く
、「
吾
将
に
師
を
興
し
兵

を
用
い
ん
と
す
る
に
、
其
の
紀
綱
を
乱
す
、
請
い
て
其
の
方

を
問
う
。」
と
。
地
典
対
え
て
曰
く
、「
天
に
寒
暑
有
り
、
地

に
銳
方
有
り
。
天
…
…
天
に
十
二
時
有
り
、
地
に
六
高
六
下

有
り
。
上
帝
以
戦
勝
…
」

こ
こ
で
は
、「
紀
綱
」「
十
二
時
」「
六
高
六
下
」
と
い
う
抽
𧰼

的
な
語
が
見
え
る（

（
（

。

以
上
の
よ
う
に
、『
蓋
廬
』『
地
典
』
と
『
五
星
占
』『
天
文
気

𧰼
雑
占
』
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
術
数
・
軍
事
に
関
係
す
る
一
方
、

歬
者
が
問
答
形
式
で
抽
𧰼
的
・
網
羅
的
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
点
と
、

後
者
が
具
体
的
な
占
術
を
述
べ
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

少
な
く
と
も
術
数
に
基
づ
く
兵
学
思
想
に
は
、
技
術
的
・
具
体

的
・
並
列
的
な
性
質
を
持
つ
も
の
と
、
理
論
的
・
抽
𧰼
的
・
網
羅

的
な
性
質
を
持
つ
も
の
と
い
う
二
つ
の
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
劉
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
地
典
』

が
『
漢
書
』
芸
文
志
・
兵
陰
陽
の
「
地
典　

六
篇
」
と
関
わ
り
が

あ
り
、
理
論
化
・
問
答
形
式
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と（

（1
（

や
、

術
数
を
理
論
化
さ
せ
た
鄒
衍
の
文
献
（『
鄒
子
』『
鄒
子
終
始
』）
が
、

五
行
類
で
は
な
く
陰
陽
家
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

劉
氏
に
よ
る
兵
陰
陽
の
定
義
は
、
現
時
点
で
は
一
定
の
信
憑
性
を
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五

有
す
る
。

さ
ら
に
、
芸
文
志
の
諸
子
略
陰
陽
家
・
兵
書
略
兵
陰
陽
と
、
数

術
略
五
行
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ
て
い
る
文
献
名
に
註
目
す
る
と
、

あ
る
程
度
で
は
あ
る
が
劉
氏
の
說
を
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

諸
子
略
・
陰
陽
家

『
宋
司
星
子
韋
』『
公
檮
生
終
始
』『
公
孫
発
』『
鄒
子
』『
鄒
子
終

始
』『
乗
丘
子
』『
杜
文
公
』『
黄
帝
泰
素
』『
南
公
』『
容
成
子
』

『
張
蒼
』『
鄒
奭
子
』『
閭
丘
子
』『
馮
促
』『
将
鉅
子
』『
五
曹
官

制
』『
周
伯
』『
衛
侯
官
』『
于
長
天
下
忠
臣
』『
公
孫
渾
邪
』『
雑

陰
陽
』

兵
書
略
・
兵
陰
陽

『
太
一
兵
法
』『
天
一
兵
法
』『
神
農
兵
法
』『
黄
帝
』『
封
胡
』『
風

后
』『
力
牧
』『
鵊
冶
子
』『
鬼
容
区
』『
地
典
』『
孟
子
』『
東
父
』

『
師
曠
』『
萇
弘
』『
別
成
子
望
軍
気
』『
辟
兵
威
勝
方
』

数
術
略
・
五
行

『
泰
一
陰
陽
』『
黄
帝
陰
陽
』『
黄
帝
諸
子
論
陰
陽
』『
諸
王
子
論
陰

陽
』『
太
元
陰
陽
』『
三
典
陰
陽
談
論
』『
神
農
大
幽
五
行
』『
四
時

五
行
経
』『
猛
子
閭
昭
』『
陰
陽
五
行
時
令
』『
堪
輿
金
匱
』『
務
成

子
災
異
応
』『
十
二
典
災
異
応
』『
鍾
律
災
異
』『
鍾
律
叢
辰
日
苑
』

『
鍾
律
消
息
』『
黄
鍾
』『
天
一
』『
泰
一
』『
刑
徳
』『
風
鼓
六
甲
』

『
風
后
孤
虚
』『
六
合
隨
典
』『
転
位
十
二
神
』『
羨
門
式
法
』『
羨

門
式
』『
文
解
六
甲
』『
文
解
二
十
八
宿
』『
五
音
奇
胲
用
兵
』『
五

音
奇
胲
刑
德
』『
五
音
定
名
』

陰
陽
家
や
兵
陰
陽
の
文
献
は
、「
公
孫
発
」「
鄒
子
」
や
「
黄

帝
」「
風
后
」
の
よ
う
に
、
人
物
や
神
の
名
を
文
献
名
と
し
て
お

り
、
一
見
し
て
ど
の
よ
う
な
內
容
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
。
兵
陰
陽
に
つ
い
て
は
、
十
六
種
類
中
、『
太
一
兵
法
』『
天
一

兵
法
』『
神
農
兵
法
』『
黄
帝
』『
封
胡
』『
風
后
』『
力
牧
』『
鵊
冶

子
』『
鬼
容
区
』『
地
典
』『
孟
子
』『
東
父
』『
師
曠
』『
萇
弘
』
の

十
四
種
類
が
当
て
は
ま
る
。

一
方
、
数
術
略
・
五
行
の
文
献
は
、
三
十
一
種
類
中
、
少
な
く

と
も
十
三
種
類
（『
堪
輿
金
匱
』『
鍾
律
叢
辰
日
苑
』『
刑
徳
』『
風
鼓

六
甲
』『
風
后
孤
虚
』『
六
合
隨
典
』『
転
位
十
二
神
』『
羨
門
式
法
』

『
羨
門
式
』『
文
解
六
甲
』『
五
音
奇
胲
用
兵
』『
五
音
奇
胲
刑
德
』『
五

音
定
名
』）
に
お
い
て
、「
堪
輿
」「
刑
徳
」「
六
合
」「
孤
虚
」
の

よ
う
な
具
体
的
な
占
術
名
や
、「
十
二
神
」「
六
甲
」「
五
音
」
の
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六

よ
う
な
各
占
術
の
重
要
槪
念
が
文
献
名
に
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
陰
陽
家
や
兵
陰
陽
の
文
献
で
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
は
、

『
別
成
子
望
軍
気
』
の
「
軍
気
」、『
辟
兵
威
勝
方
』
の
「
辟
兵
威

勝
」
の
み
で
あ
り
、
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
陰
陽
家
や
兵
陰
陽
の
文
献
と
数
術
略
・
五
行
の

文
献
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
稱
に
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
具

体
性
・
技
術
性
に
つ
い
て
、
朙
ら
か
に
後
者
の
ほ
う
が
高
い
点
に

註
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
劉
氏
が
規
定
す
る
兵
数
術
＝
具
体
的
・

技
術
的
と
い
う
規
定
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
『
蓋
廬
』

『
地
典
』
で
確
認
し
た
通
り
、
兵
陰
陽
に
収
録
さ
れ
る
文
献
が
何

か
の
占
術
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
抽
𧰼
的
・
理
論
的
な
要

素
を
持
つ
の
な
ら
、
具
体
性
の
無
い
文
献
名
が
大
半
を
占
め
る
と

い
う
の
は
、
妥
当
な
命
名
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
陰
陽
家
や
兵
陰
陽
の
文
献
の
中
身
に
つ
い
て
、
抽
𧰼

的
・
理
論
的
で
は
な
く
、
単
に
様
々
な
技
術
的
占
術
が
収
録
さ
れ

た
結
果
、
文
献
の
名
歬
が
人
物
名
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
軍
事
・
占
術
の
総
合
化
が
確
認
で
き
る
の
は
、『
乙
巳
占
』

や
『
太
白
陰
経
』
か
ら
分
か
る
よ
う
に
唐
代
以
降
で
あ
り
、『
漢

書
』
芸
文
志
の
時
点
で
各
占
術
が
収
集
さ
れ
た
総
合
的
文
献
が
成

立
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。

以
上
、『
地
典
』『
鄒
子
』『
鄒
子
終
始
』
の
分
類
に
加
え
、『
漢

書
』
芸
文
志
に
お
け
る
各
分
類
の
文
献
名
の
傾
向
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、（
兵
）
陰
陽
＝
抽
𧰼
的
・
理
論
的
、（
兵
）
数
術
＝
具

体
的
・
技
術
的
と
い
う
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
兵
陰
陽
の
定
義
に
関
す
る
包
括
的
考
察

仮
に
劉
氏
の
說
が
一
定
の
說
得
力
が
あ
る
と
し
て
、
兵
陰
陽
は
、

理
論
的
（
抽
𧰼
的
・
総
括
的
）
と
い
う
特
徴
以
外
に
、
ど
の
よ
う

に
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
劉
氏
の
研
究
で
は
、

兵
陰
陽
の
定
義
に
つ
い
て
、
主
に
技
術
と
理
論
と
い
う
側
面
か
ら

考
察
し
て
い
る
が
、
他
の
側
面
か
ら
も
兵
陰
陽
を
定
義
附
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
說
朙

を
改
め
て
検
討
す
る
と
共
に
、「
術
数
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
も

含
め
て
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
漢
書
』
芸
文
志
・
兵
書
略
は
、
当
時
の
兵
書
を
「
兵
権
謀
」

「（
兵
）
陰
陽
」「
兵
形
勢
」「
兵
技
巧
」
の
四
種
類
に
分
類
し
、
簡



兵
陰
陽
の
定
義
と
そ
の
行
方

七

略
な
解
說
を
附
す
。
兵
陰
陽
の
箇
所
で
は
、
計
十
六
文
献
を
列
挙

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

陰
陽
者
、
順
時
而
發
、
推
刑
德
、
隨
斗
撃
、
因
五
勝
、
假
鬼

神
而
為
助
者
也
。

陰
陽
は
、
時
に
順
い
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
従
い
、

五
勝
に
因
り
、
鬼
神
を
仮
り
て
助
と
為
す
者
な
り
。

兵
書
略
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
兵
陰
陽
と
は
、
兵
を
起
こ
す
際
に

時
令
に
従
っ
て
日
時
を
決
め
、
刑
徳
の
運
行
を
推
し
量
り
、
北
斗

星
の
動
き
に
従
っ
て
攻
撃
し
、
五
行
相
勝
の
原
理
に
従
い
、
鬼
神

の
助
け
を
借
り
る
兵
法
を
指
す
。
こ
の
說
朙
は
、
恐
ら
く
当
時
代

表
的
で
あ
っ
た
占
術
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
全
体
に
通
底
す
る
性

質
を
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
要
領
を
得
な
い
。

兵
書
略
に
記
録
さ
れ
て
い
る
兵
陰
陽
家
の
書
は
、
い
ず
れ
も
現

存
し
て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
分
類
さ
れ
た
も
の
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
說
朙
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
占
術
に
つ

い
て
は
、
現
存
す
る
文
献
の
中
で
確
認
で
き
る
。

「
時
に
順
い
て
発
し
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
呂
氏
春
秋
』

の
記
述
が
該
当
す
る
。
周
知
の
通
り
、『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
は
、

時
令
說
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
に
関
す
る
記
述
は

「
秋
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
然
、
時
令
說
の
影
响

が
見
ら
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
孟
秋
紀
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
る
。

立
秋
之
日
、
天
子
親
卛
三
公
・
九
卿
・
諸
侯
・
大
夫
以
迎
秋

於
西
郊
。
還
、
乃
賞
軍
卛
武
人
於
朝
。
天
子
乃
命
將
帥
、
選

士
厲
兵
、
簡
練
桀
俊
。
專
任
有
功
、
以
征
不
義
。
詰
誅
暴
慢
、

以
朙
好
惡
。
巡
彼
遠
方
。

立
秋
の
日
、
天
子
親
ら
三
公
・
九
卿
・
諸
侯
・
大
夫
を
卛
い

以
て
秋
を
西
郊
に
迎
う
。
還
り
て
、
乃
ち
軍
卛
武
人
を
朝
に

賞
す
。
天
子
乃
ち
将
帥
に
命
じ
、
士
を
選
び
兵
を
厲
ぎ
、
桀

俊
を
簡
練
せ
し
む
。
専
ら
有
功
を
任
じ
、
以
て
不
義
を
征
し
。

暴
慢
を
詰
誅
し
て
、
以
て
好
悪
を
朙
ら
か
に
し
。
彼
の
遠
方

を
巡
る
。

立
秋
の
日
に
行
う
べ
き
軍
事
行
動
に
つ
い
て
解
說
す
る
。
ま
た
、

「
孟
秋
行
冬
令
、
則
陰
氣
大
勝
、
介
蟲
敗
穀
、
戎
兵
乃
來
。
行
春

令
、
則
其
國
乃
旱
、
陽
氣
復
還
、
五
穀
不
實
。
行
夏
令
、
則
多
火

災
、
寒
熱
不
節
、
民
多
瘧
疾
。（
孟
秋
に
冬
令
を
行
え
ば
、
則
ち
陰
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八

気
大
い
に
勝
ち
、
介
虫 

穀
を
敗
り
、
戎
兵
乃
ち
来
た
る
。
春
令
を
行

え
ば
、
則
ち
其
の
国
乃
ち
旱
し
、
陽
気
復
た
還
り
、
五
穀
実
ら
ず
。
夏

令
を
行
え
ば
、
則
ち
火
災
多
く
、
寒
熱
節
な
ら
ず
、
民
に
瘧
疾
多
し
。）」

と
あ
る
よ
う
に
、
孟
秋
に
冬
の
時
令
を
行
う
と
、「
戎
兵
」
を
含

む
種
々
の
災
い
が
起
こ
る
、
と
述
べ
る
。

「
刑
徳
を
推
し
」、
つ
ま
り
刑
徳
占
は
方
位
占
の
一
種
で
あ
り
、

『
淮
南
子
』
天
文
訓
や
『
五
行
大
義
』、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
刑

徳
』
な
ど
か
ら
具
体
的
な
內
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

「
斗
撃
に
従
い
」
に
つ
い
て
は
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
で
「
北
斗

所
擊
、
不
可
與
敵
。（
北
斗
の
撃
つ
所
、
与
に
敵
す
べ
か
ら
ず
。）」

と
あ
る
よ
う
に
、
北
斗
七
星
の
指
し
示
す
方
向
が
特
別
な
力
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
加
護
を
得
た
軍
は
敵
対
で
き
な
い
ほ
ど
强
力

と
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。

「
五
勝
に
因
り
」
に
つ
い
て
、
張
家
山
漢
墓
竹
簡
『
蓋
廬
』
に

は
、
五
行
相
勝
の
理
論
が
兵
学
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
確

認
で
き
る
。

皮
（
彼
）
興
之
以
金
、
吾
擊
之
以
火
。
皮
（
彼
）
興
以
火
、

吾
擊
之
以
水
。
皮
（
彼
）
興
以
水
、
吾
擊
之
以
土
。
皮
（
彼
）

興
之
以
土
、
吾
興
之
以
木
。
皮
（
彼
）
興
以
木
、
吾
興
之
以

金
。
此
用
五
行
勝
也
。

彼 

之
を
興
す
に
金
を
以
て
す
れ
ば
、
吾 

之
を
撃
つ
に
火
を

以
て
す
。
彼
興
す
に
火
を
以
て
す
れ
ば
、
吾 

之
を
撃
つ
に

水
を
以
て
す
。
彼
興
す
に
水
を
以
て
す
れ
ば
、
吾 

之
を
撃

つ
に
土
を
以
て
す
。
彼 

之
を
興
す
に
土
を
以
て
す
れ
ば
、

吾 

之
を
興
す
に
木
を
以
て
す
。
彼
興
す
に
木
を
以
て
す
れ

ば
、
吾 

之
を
興
す
に
金
を
以
て
す
。
此
れ
五
行
の
勝
を
用

い
る
な
り
。（
第
四
章
）

敵
軍
と
自
軍
の
性
質
に
つ
い
て
、「
金
な
ら
ば
火
、
火
な
ら
ば

水
、
水
な
ら
ば
土
、
土
な
ら
ば
木
、
木
な
ら
ば
金
で
対
応
す
る
」

の
よ
う
に
、
典
型
的
な
五
行
相
勝
の
思
想
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

『
虝
鈐
経
』
卷
十
二
・
五
行
勝
負
第
一
百
三
十
な
ど
、
五
行
相
勝

を
用
い
た
兵
学
思
想
は
多
く
確
認
で
き
る
。

「
鬼
神
を
仮
り
て
助
と
為
す
」
に
つ
い
て
、『
六
韜
』
龍
韜
・
王

翼
篇
に
は
、
王
者
が
軍
を
卛
い
る
際
に
は
、
必
ず
「
股
肱
羽
翼

（
信
頼
で
き
る
部
下
）」
が
い
る
と
い
う
話
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
中

で
「
術
士
二
人
。
主
爲
譎
詐
、
依
託
鬼
神
、
以
惑
衆
心
。（
術
士
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九

二
人
。
主 

譎
詐
を
為
し
、
鬼
神
に
依
託
し
、
以
て
衆
心
を
惑
わ
す
。）」

と
述
べ
ら
れ
る
。

以
上
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
兵
陰
陽
の
解
說
に
つ
い
て
、
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
確
認
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
兵
陰
陽
の
性
質
と
し

て
言
え
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
術
数（

（1
（

に
基
づ
く
兵
学
思
想
（
も
し
く

は
兵
学
に
関
係
す
る
術
数
思
想
）
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

「
術
数
」
と
い
う
語
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
小
論
で
は
特
に

木
村
英
一
氏
が
述
べ
る
定
義（

（1
（

を
重
視
す
る
。

木
村
氏
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
・
数
術
略
の
記
述
を
中
心
と
し

て
考
察
を
加
え
、「
術
数
家
に
属
す
る
六
家
の
学
は
、
い
づ
れ
も

何
等
か
の
意
味
で
の
人
閒
と
自
然
と
の
相
関
感
応
的
構
造
を
も
つ

宇
宙
観
を
根
底
と
し
て
居
り
、
そ
の
基
礎
の
上
に
於
い
て
、
或
は

天
文
の
観
測
、
或
は
暦
法
の
計
算
、
或
は
五
行
の
推
演
、
或
は
蓍

龜
の
𧰼
数
、
或
は
雑
占
の
𧰼
徴
、
或
は
事
物
の
形
法
と
い
ふ
様
な

種
々
の
実
証
的
・
合
理
的
方
法
を
手
段
と
し
て
、
人
閒
の
吉
凶
禍

福
を
合
理
的
に
推
量
し
て
知
る
学
術
で
あ
る（

（1
（

」
と
す
る
。

こ
の
定
義
は
、
主
に
数
術
略
を
も
と
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

兵
陰
陽
に
関
す
る
言
及
は
な
い
も
の
の
、
兵
陰
陽
に
も
お
お
よ
そ

当
て
は
ま
る
。
ま
ず
、「
人
閒
と
自
然
と
の
相
関
感
応
的
構
造
を

も
つ
宇
宙
観
を
根
底
と
し
て
居
り
」
に
つ
い
て
、
旣
に
鈴
木
氏
や

武
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
兵
陰
陽
に
お
い
て
も
、
天
を
含
む
自

然
と
人
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
兵
陰
陽
は
「
天
」

「
地
」（
を
含
む
自
然
や
）「
人
」
の
調
和
を
重
視
す
る
思
想
（
い
わ

ゆ
る
三
才
思
想
）
や
天
人
感
応
・
物
類
相
感
の
思
想
に
基
づ
い
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
実
際
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
け

る
兵
陰
陽
の
說
朙
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
術
は
、
鬼
神
を
除
き
、

い
ず
れ
も
天
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
ず
「
順
時
」
に
つ
い
て
は
、『
呂
氏
春
秋
』
孟
春
紀
・
正
⺼

紀
に
「
是
⺼
也
、
不
可
以
稱
兵
。
稱
兵
必
有
天
殃
。
兵
戎
不
起
、

不
可
以
從
我
始
。
無
變
天
之
衜
。
無
絕
地
之
理
。
無
亂
人
之
紀
。

（
是
の
⺼
や
、
以
て
兵
を
稱
ぐ
べ
か
ら
ず
。
兵
を
稱
ぐ
れ
ば
必
ず
天
殃

有
り
。
兵
戎
起
き
ざ
れ
ば
、
以
て
我
従
り
始
む
べ
か
ら
ず
。
天
の
衜
を

変
ず
る
無
か
れ
。
地
の
理
を
絕
つ
無
か
れ
。
人
の
紀
を
乱
す
無
か
れ
。）」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
順
時
」
＝
時
令
說
が
天
衜
に

拠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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〇

次
に
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
存
在

し
、
註
目
さ
れ
る
。

朙
於
奇
正
賌
・
陰
陽
・
刑
德
・
五
行
・
望
氣
・
候
星
・
龜

策
・
禨
祥
、
此
善
爲
天
衜
者
也
。

奇
正
賌
・
陰
陽
・
刑
徳
・
五
行
・
望
気
・
候
星
・
龜
策
・
禨

祥
に
朙
ら
か
な
る
、
此
れ
善
く
天
衜
を
為お

さ

む
る
者
な
り
。

兵
略
訓
で
は
、「
奇
正
賌
」「
陰
陽
」「
刑
徳
」「
五
行
」「
望
気
」

「
候
星
」「
龜
策
」「
禨
祥
」
と
い
っ
た
術
に
詳
し
い
の
は
、「
天

衜
」
を
修
め
た
者
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
刑
徳
」「
五
行
」

「
候
星
」
は
、
芸
文
志
が
挙
げ
る
「
刑
徳
」「
五
勝
」「
斗
撃
」
と

そ
れ
ぞ
れ
同
一
視
・
同
類
視
し
て
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
天
と
鬼
神
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
太
白
陰
經
』
で
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

夫
垩
人
者
、
與
天
地
合
其
德
、
與
日
⺼
合
其
朙
、
與
四
時
合

其
序
、
與
鬼
神
合
其
吉
凶
。
故
曰
、
先
天
而
天
弗
違
、
後
天

而
奉
天
時
。
天
且
弗
違
、
而
況
於
人
乎
。
況
於
鬼
神
乎
。
人

若
謀
成
策
完
、
則
天
地
・
日
⺼
・
四
時
・
鬼
神
皆
合
之
。

夫
れ
垩
人
な
る
者
は
、
天
地
と
其
の
徳
を
合
わ
せ
、
日
⺼
と

其
の
朙
を
合
わ
せ
、
四
時
と
其
の
序
を
合
わ
せ
、
鬼
神
と
其

の
吉
凶
を
合
わ
す
。
故
に
曰
く
、
天
に
先
だ
ち
て
天
違
わ
ず
、

天
に
後
れ
て
天
時
を
奉
ず
。
天
す
ら
且
つ
違
わ
ず
、
況
ん
や

人
に
於
て
を
や
。
況
ん
や
鬼
神
に
於
て
を
や
。
人
若
し
謀
成

な
り
て
策
完
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
・
日
⺼
・
四
時
・
鬼

神 

皆 

之
に
合
う
。

こ
の
文
章
は
、『
易
』
乾
卦
・
文
言
伝
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
の
鬼
神
は
、
天
地
・
日
⺼
な
ど
と
共
に
並
列
さ
れ

て
お
り
、
天
を
根
拠
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
以
上
、
諸
文
献

の
記
述
を
確
認
し
た
通
り
、
芸
文
志
が
挙
げ
る
占
術
は
、
鬼
神
を

除
き
、
い
ず
れ
も
天
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
朙
し
た
。

ま
た
、
天
と
比
べ
地
が
直
接
的
に
関
係
す
る
こ
と
は
少
な
い
も

の
の
、
北
京
大
学
蔵
漢
墓
竹
簡
『
節
』
で
は
、
地
に
関
す
る
軍
事

的
な
占
術
に
加
え
、
三
才
思
想
も
確
認
で
き
る
。

●
地
有
五
則
、
命
山
爲
龍
、
命
丘
爲
豹
、
命
陵
爲
虝
、
命
邑

爲
文
、
命
川
爲
武
。
山
・
丘
・
陵
、
倍
之
・
左
之
勝
、
倍
邑

火
陳
者
勝
、
右
川
而
殺
。
是
胃
（
謂
）
盛
武
。
地
有
七
死
。

毋
居
。
天
牡
・
地
牝
・
虛虛

（
墟
）・
乾
魚
・
宿
死
・
虛
場
・
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蜚
（
飛
）
蓬
、
居
此
者
不
死
必
兦
。
故
曰
、
上
謹
天
衜
貴
而

壽
、
中
謹
人
衜
垩
而
智
、
下
謹
地
衜
⻝
而
疾
不
至
。
故
智
者

不
困
、
行
者
不
窮
。

●
地
に
五
則
有
り
、
山
を
命
づ
け
て
龍
と
為
し
、
丘
を
命
づ

け
て
豹
と
為
し
、
陵
を
命
づ
け
て
虝
と
為
し
、
邑
を
命
づ
け

て
文
と
為
し
、
川
を
命
づ
け
て
武
と
為
す
。
山
・
丘
・
陵
、

之
に
倍そ

む

く
・
之
に
左
す
れ
ば
勝
ち
、
邑
に
倍
き
て
火
陳
な
る

者
は
勝
ち
、
川
を
右
に
し
て
殺
さ
る
。
是
れ
を
盛
武
と
謂
う
。

地
に
七
死
有
り
。
居
る
毋
れ
。
天
牡
・
地
牝
・
虚
墟
・
乾

魚
・
宿
死
・
虚
場
・
飛
蓬
、
此
れ
に
居
る
者
は
死
せ
ず
と
も

必
ず
兦
ぶ
。
故
に
曰
く
、
上
は
天
衜
を
謹
め
ば
貴
く
し
て
寿

く
、
中
は
人
衜
を
謹
め
ば
垩
に
し
て
智
あ
り
、
下
は
地
衜
を

謹
め
ば
⻝
え
ど
も
疾
至
ら
ず
。
故
に
智
者
は
困
せ
ず
、
行
る

者
は
窮
ま
ら
ず
。

こ
こ
で
は
、「
五
則
」「
七
死
」
と
い
う
地
に
関
す
る
軍
事
的
か

つ
術
数
的
な
タ
ブ
ー
を
列
挙
す
る
。
さ
ら
に
末
尾
で
は
、
三
才
思

想
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、「
種
々
の
実
証
的
・
合
理
的
方
法
を
手
段
と
し
て
、
人

閒
の
吉
凶
禍
福
を
合
理
的
に
推
量
し
て
知
る
」
の
「
実
証
的
・
合

理
的
方
法
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
木
村
氏
は
後
文
で
「「
𧰼
」・

「
数
」・「
形
」
等
の
諸
槪
念（

（1
（

」
と
說
朙
し
て
い
る
。

「
𧰼
」
と
は
、「
垩
人
設
卦
觀
𧰼
、
繫
辭
焉
而
朙
吉
凶
。（
垩

人 

卦
を
設
け
𧰼
を
観
、
辞
を
繋
け
て
吉
凶
を
朙
ら
か
に
す
。）」（『
易
』

繋
辞
伝
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
𧰼
徴
」
の
意
味
で
あ
り
、（
卦
の

表
す
）
𧰼
徴
を
読
み
解
い
て
占
う
こ
と
を
說
く
が
、
こ
れ
は
軍
事

に
も
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
、『
開
元
占
経
』
に
は
「
日
暈
者
、

軍
營
之
𧰼
。（
日
暈
は
、
軍
営
の
𧰼
な
り
。）」
と
あ
り
、
日
暈
が
軍

営
の
𧰼
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
荊
州
占
』（『
開
元
占

経
』
に
引
く
）
に
「
日
三
暈
、
軍
分
爲
三
。（
日
に
三
暈
あ
れ
ば
、

軍
分
か
れ
て
三
と
為
る
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
日
暈
」
と
「
軍
」、

「
三
つ
の
日
暈
」
と
「
軍
が
三
つ
に
分
か
れ
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
た
上
で
占
術
が
成
立
し
て
い
る（

（1
（

。

「
数
」
に
つ
い
て
は
、「
極
數
知
來
之
謂
占
。（
数
を
極
め
来
を
知

る
を
之 

占
と
謂
う
。）」（『
易
』
繋
辞
伝
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
数

（
理
）
を
極
め
る
こ
と
が
占
術
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の

「
数
」
と
は
、
易
占
に
お
け
る
蓍
（
筮
竹
）
五
十
本
の
操
作
や
、
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陰
陽
・
八
卦
と
い
っ
た
槪
念
を
想
定
し
て
い
る
が
、
軍
事
で
も
陰

陽
・
五
行
・
十
干
十
二
支
・
八
風
な
ど
、
占
う
上
で
数
理
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
天
地

八
風
五
行
客
主
五
音
之
居
』
に
見
え
る
八
風
占
は
、
八
方
位
か
ら

の
風
に
よ
っ
て
、
客
（
攻
撃
側
）
と
主
人
（
守
備
側
）
の
有
利
不

利
を
占
う
術
で
あ
り
、
素
朴
な
陰
陽
思
想
の
影
响
が
確
認
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
剛
風
の
場
合
、「
剛
」
は
陽
で
あ
り
、
大
剛
風
が

吹
く
際
は
、
同
じ
く
陽
の
性
質
を
持
つ
客
に
有
利
と
な
り
、
弱
風

の
場
合
は
、「
弱
」
が
陰
で
あ
り
、
弱
風
が
吹
く
際
は
、
同
じ
く

陰
の
性
質
を
持
つ
主
人
に
有
利
に
な
る（

（1
（

。

「
形
」
に
つ
い
て
は
、「
形
法
者
、
大
舉
九
州
之
勢
以
立
城
郭
室

舍
、
形
人
及
六
畜
骨
法
之
度
數
・
器
物
之
形
容
以
求
其
聲
氣
貴
賤

吉
凶
。（
形
法
と
は
、
大
い
に
九
州
の
勢
を
挙
げ
て
以
て
城
郭
室
舍
を

立
て
、
人
及
び
六
畜
の
骨
法
の
度
数
・
器
物
の
形
容
を
形
ど
り
て
、
以

て
其
の
声
気
貴
賎
吉
凶
を
求
む
る
な
り
。）」（『
漢
書
』
数
術
略
・
形
法

家
の
說
朙
）
と
あ
る
よ
う
に
、
山
や
川
を
は
じ
め
と
す
る
事
物
の

形
状
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
吉
凶
を
占
う
。
そ
し
て
軍

事
に
お
い
て
も
、
先
に
引
用
し
た
『
節
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
山
」「
丘
」「
陵
」「
邑
」「
川
」
と
い
っ
た
「
形
」
を
も
と
に
地

形
の
有
利
不
利
を
占
っ
て
お
り
、
同
様
の
性
質
を
看
取
で
き
る
。

以
上
、
木
村
氏
が
吉
凶
を
占
う
上
の
手
段
と
し
て
挙
げ
た
「
𧰼

（
𧰼
徴
）」「
数
（
数
理
）」「
形
（
形
状
）」
は
、
軍
事
に
お
い
て
も

当
て
は
ま
り
、
兵
陰
陽
の
定
義
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
よ
り
具
体
的
に
占
術
を
支
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
劉
氏
が
述
べ
る
「
論
理
的
」
と
い
う
說
朙
と
、
木
村
氏

の
述
べ
る
「
実
証
的
・
合
理
的
方
法
」
は
、
い
ず
れ
も
術
数
を
說

朙
す
る
語
で
あ
り
、
一
見
類
似
し
て
い
る
が
、
朙
確
に
異
な
る
。

歬
者
は
「
占
術
・
術
数
の
中
で
も
、
特
に
抽
𧰼
的
・
総
括
的
な
槪

念
が
表
出
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ご
く
一
部
の
占

術
・
術
数
に
し
か
当
て
は
ま
ら
な
い
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
後
者

は
「
𧰼
」「
数
」「
形
」
を
表
し
、「
吉
凶
を
判
断
す
る
根
拠
と
し

て
、
当
時
は
術
数
が
実
証
的
・
合
理
的
方
法
だ
と
認
識
さ
れ
て
い

た
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
占
術
・
術
数
に
当
て
は

ま
る
特
徴
で
あ
る
。
無
論
、
先
述
の
通
り
「
数
」
に
は
陰
陽
・
五

行
と
い
っ
た
「
論
理
的
」
な
槪
念
が
含
ま
れ
る
が
、
占
術
の
大
半
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三

は
歬
掲
「
赤
雲
有
り
て
日
・
⺼
暈
の
中
に
入
り
、
旣
に
赤
な
れ
ば
、

大
勝
し
、
之
を
地
と
す
。」（『
天
文
気
𧰼
雑
占
』）
の
よ
う
に
、
槪

念
自
体
が
表
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
具
体
的
な
占
法
が
記
録
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
兵
陰
陽
以
外
の
軍
事
的
占
い
は
、

「
実
証
的
・
合
理
的
方
法
」
で
も
っ
て
占
っ
て
は
い
る
が
、「
論
理

的
」
で
は
な
い
。

し
か
し
、
誤
解
を
生
む
表
現
で
は
あ
る
の
で
、「
論
理
的
」
に

つ
い
て
は
「
抽
𧰼
的
・
網
羅
的
と
い
う
意
味
で
論
理
的
」、「
実
証

的
・
合
理
的
方
法
」
に
つ
い
て
は
「
𧰼
（
𧰼
徴
）」「
数
（
数
理
）」

「
形
（
形
状
）」
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
、『
漢
書
』
芸
文
志
が
述
べ
る
所
の
兵
陰
陽
に
つ
い
て
、

諸
書
や
先
行
研
究
を
引
用
し
つ
つ
分
析
を
加
え
た
。
結
果
、
兵
陰

陽
の
条
件
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。

①
軍
事
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

②�

術
数
に
基
づ
く
こ
と
（
具
体
的
に
は
、
三
才
思
想
や
天
人
感

応
・
物
類
相
感
を
根
底
に
し
つ
つ
、「
𧰼
（
𧰼
徴
）」「
数
（
数

理
）」「
形
（
形
状
）」
を
根
拠
に
吉
凶
を
判
断
し
て
い
る

こ
と
）

③�

抽
𧰼
的
・
網
羅
的
と
い
う
意
味
で
論
理
的
な
槪
念
が
表
出

し
て
い
る
こ
と

従
っ
て
、
①
②
③
を
満
た
せ
ば
、『
漢
書
』
が
說
朙
す
る
兵
陰

陽
の
說
朙
に
登
場
し
な
い
占
術
（
風
占
や
音
占
・
日
⺼
占
・
暈
占
・

択
日
占
・
動
物
占
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
、
兵
陰
陽
と
稱
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、『
漢
書
』
芸
文
志
が
述
べ

る
所
の
兵
陰
陽
と
い
う
用
語
は
、
③
が
原
因
で
限
定
的
な
も
の
に

留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
兵
陰
陽

や
兵
数
術
を
包
括
し
、
①
②
を
満
た
す
も
の
を
仮
に
「
術
数
に
基

づ
く
兵
学
思
想
」
と
表
現
し
た
上
で
、
そ
の
中
の
兵
陰
陽
は
、
ど

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
考
察
し
た
い
。

三
、『
通
志
』
芸
文
略
の
兵
陰
陽
に
つ
い
て

『
漢
書
』
芸
文
志
以
降
、
唯
一
「
兵
陰
陽
」
と
い
う
分
類
を
用

い
て
い
る
の
が
、『
通
志
』
芸
文
略
で
あ
る
。
芸
文
略
に
お
け
る

「
兵
家
」
は
、「
兵
書
」「
軍
律
」「
営
陣
」「
兵
陰
陽
」「
辺
策
」
に

細
分
化
さ
れ
る
。
兵
陰
陽
の
項
目
で
は
、
九
十
九
種
類
の
文
献
が
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一
四

記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
全
て
逸
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
太

白
陰
経
』（
李
筌
撰
）
は
現
存
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
文
献
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
通
志
』
に
お
け
る
兵
陰
陽
の
分
類
の
意

識
を
読
み
取
り
た
い（

（1
（

。

『
太
白
陰
経
』（
守
山
閣
叢
書
本
）
の
內
容
は
、「
人
謀
（
上
・

下
）」「
雑
儀
」「
戦
具
」「
預
備
」「
陣
図
」「
祭
文
・
捷
書
・
薬
方
」

「
雑
占
」「
遁
甲
」「
雑
式
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
術
数

に
基
づ
く
兵
学
思
想
を
含
む
の
は
、「
陣
図
」
以
下
の
部
分
で
あ

る
。
湯
浅
氏
は
、
人
事
と
呪
術
（
兵
陰
陽
）
の
点
か
ら
「『
太
白

陰
経
』
は
、「
呪
術
」
の
意
義
に
つ
い
て
総
括
的
な
論
述
を
行
う

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
內
容
に
つ
い
て
も
広
く
収
集
し
、
分

類
整
理
し
た
上
で
列
挙
し
て
い
る
」（
二
八
〇
頁
）
と
結
論
づ
け
る
。

『
太
白
陰
経
』
の
內
容
を
分
析
す
る
と
、
ま
ず
「
人
謀
（
上
・

下
）」
は
『
孫
子
』
流
の
人
為
を
主
体
と
し
た
兵
学
思
想
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
祭
文
・
捷
書
・
薬
方
」「
雑
占
」「
遁
甲
」「
雑
式
」
の

部
分
は
術
数
に
基
づ
く
兵
学
思
想
で
あ
る
が
、
そ
の
內
容
は
序
文

を
除
き
具
体
的
で
、
理
論
化
と
い
う
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ

て
、『
太
白
陰
経
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
兵
陰
陽
」
に
は
分

類
で
き
な
い
。

ま
た
、『
太
白
陰
経
』
に
は
「
戦
具
」
と
い
う
兵
技
巧
的
な
內

容
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
『
太
白
陰
経
』
は
、『
漢
書
』
芸
文
志

の
区
分
に
当
て
は
め
る
と
、
兵
陰
陽
と
い
う
よ
り
は
、
兵
技
巧
な

ど
様
々
な
要
素
を
包
括
す
る
「
兵
権
謀
」
に
相
当
す
る
。

『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
け
る
「
兵
権
謀
」
は
、「
權
謀
者
、
以
正

守
國
、
以
奇
用
兵
、
先
計
而
後
戰
、
兼
形
勢
、
包
陰
陽
、
用
技
巧

者
也
。（
権
謀
と
は
、
正
を
以
て
国
を
守
り
、
奇
を
以
て
兵
を
用
い
、

先
づ
計
し
て
而
る
後
に
戦
い
、
形
勢
を
兼
ね
、
陰
陽
を
包
み
、
技
巧
を

用
い
る
者
な
り
。）」
と
說
朙
さ
れ
る
。
兵
権
謀
は
奇
正
を
用
い
、

作
戦
を
考
え
た
後
に
戦
う
兵
学
思
想
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
他
の

「
兵
陰
陽
」「
兵
形
勢
」「
兵
技
巧
」
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。

歬
半
の
說
朙
は
、『
孫
子
』
勢
篇
の
「
凡
戰
者
、
以
正
合
、
以

奇
勝
。（
凡
そ
戦
い
は
、
正
を
以
て
合
し
、
奇
を
以
て
勝
つ
。）」
と
形

篇
の
「
昔
之
善
戰
者
、
先
爲
不
可
勝
、
以
待
敵
之
可
勝
。（
昔
の

善
く
戦
う
者
は
、
先
ず
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
を
為
し
、
以
て
敵
の
勝
つ
べ

き
を
為
す
。）」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

後
半
の
說
朙
で
は
、
兵
権
謀
が
兵
陰
陽
を
含
む
他
の
要
素
を
包
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五

括
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
で
は
、
兵
権
謀
に
分
類
さ
れ
る

『
孫
子
』（『
吳
孫
子
兵
法
』）
は
、「
陰
陽
を
包
」
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
現
行
本
『
孫
子
』
十
三
篇
か
ら
は
、
術
数
に
基
づ
く
兵
学

思
想
と
断
定
で
き
る
部
分
は
見
当
た
ら
な
い（

（2
（

が
、
兵
書
略
に
お
け

る
『
孫
子
』
は
八
十
二
篇
で
あ
り
、
恐
ら
く
当
時
の
『
孫
子
』
は

こ
の
よ
う
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
傍
証
と
し
て
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
含
ま
れ
る
孫
武
関
連

の
篇
が
挙
げ
ら
れ
る
。
整
理
小
組
は
こ
れ
ら
の
篇
を
「
孫
子
下

編
」
と
稱
し
て
い
る
。「
孫
子
下
編
」
の
中
で
今
註
目
し
た
い
の

は
、「
黄
帝
伐
赤
帝
」
篇
で
あ
る
。

【
黄
帝
、
南
伐
】（

（2
（

赤
帝
、
至
於
□
□
、
戰
於
反
山
之
原
、
右

陰
、
順
術
、
倍
（
背
）
衝
、
大
烕
（
滅
）
有
之
。

【
黄
帝
】、
赤
帝
を
【
南
伐
】
し
、
□
□
に
至
り
て
、
反
山
の

原
に
戦
い
、
陰
を
右
に
し
、
術
に
順
い
、
衝
を
背
に
し
、
大

い
に
之
を
滅
す
る
有
り
。（
黄
帝
伐
赤
帝
篇
）

黄
帝
伐
赤
帝
篇
で
は
、
孫
子
が
術
数
に
基
づ
く
兵
学
思
想
を
述

べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
八
十
二
篇
の
中
に
も
存
在
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
に
兵
権
謀
の
分
類
と
な
っ
て
い

る
文
献
を
見
る
と
、「『
兵
春
秋
』
一
篇
」
と
い
う
文
献
を
確
認
で

き
る
。
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
名
稱
か
ら
戦
争
に
関
す
る
歴

史
を
記
し
た
も
の
だ
と
推
定
で
き
る
。

以
上
か
ら
類
推
す
る
に
、
兵
権
謀
は
い
わ
ゆ
る
『
孫
子
』
流
の

兵
学
思
想
か
、
様
々
な
要
素
を
含
む
兵
学
思
想
だ
け
で
な
く
、
軍

事
史
の
よ
う
な
「
兵
陰
陽
」「
兵
形
勢
」「
兵
技
巧
」
に
は
分
類
し

づ
ら
い
內
容
も
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
兵
権
謀
」
と
は
、
そ

の
名
稱
通
り
、
権
謀
術
数
を
述
べ
た
兵
書
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

要
素
を
含
ん
だ
兵
書
、
兵
学
史
を
ま
と
め
た
書
な
ど
、
そ
の
他
三

種
に
分
類
し
づ
ら
い
文
献
を
も
集
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、『
通
志
』
の
「
兵
書
」
と
い
う
分
類
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
兵
書
」
で
は
、「
正
を
以
て
国
を
守
り
、

奇
を
以
て
兵
を
用
い
、
先
づ
計
し
て
而
る
後
に
戦
」
う
『
孫
子
兵

法
』
や
、『
孫
子
』
の
よ
う
な
要
素
だ
け
で
な
く
、
術
数
に
基
づ

く
兵
学
思
想
の
要
素
も
含
ん
だ
『（
太
公
）
六
韜
』、『
閫
外
春
秋
』

の
よ
う
な
兵
学
史
を
ま
と
め
た
文
献
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
通
志
』
で
「
兵
権
謀
」
と
い
う
表
記
を
採
用
せ
ず
、「
兵
書
」
と

し
た
の
は
、『
漢
書
』
の
時
点
で
名
稱
と
実
質
が
あ
ま
り
に
乖
離
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六

し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
太
白
陰
経
』
は
、『
漢
書
』
で
言
え
ば
「
兵
陰

陽
」
で
は
な
く
「
兵
権
謀
」
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
に
も
関
わ
ら
ず
、

『
通
志
』
で
は
「
兵
陰
陽
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
漢

書
』
芸
文
志
の
兵
陰
陽
と
『
通
志
』
芸
文
略
の
兵
陰
陽
は
、
定
義

が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、『
通
志
』
芸
文
略
の
五
行
に
存
在
す
る
関
連
文
献
を
挙

げ
た
い
。

「
龜
卜
」：『
斉
人
行
兵
天
文
龜
眼
玉
鈐
経
』

「
風
⻆
」：『�

兵
法
風
⻆
式
』『
戦
闘
風
⻆
鳥
情
』(
二
巻)

『
風
⻆
兵

候
』

「
鳥
情
」：『
戦
闘
風
⻆
鳥
情
』（
三
巻
）

「
遁
甲
」：『
黄
帝
出
軍
遁
甲
式
』『
天
一
遁
甲
兵
機
挙
要
歌
』

「
太
一
」：『�

日
遊
太
一
五
子
元
出
軍
勝
負
七
十
二
局
』『
太
一
遁
甲

万
勝
時
定
主
客
立
成
訣
』

「
六
壬
」：『
六
壬
軍
鍳
式
』『
六
壬
軍
帳
賦
』『
六
壬
戦
勝
歌
』

右
に
挙
げ
た
文
献
は
、
全
て
逸
し
て
い
て
內
容
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
文
献
名
の
み
か
ら
し
か
推
測
が
で
き
な
い
も
の
の
、

『
黄
帝
出
軍
遁
甲
式
』（
五
行
）
と
『
遁
甲
出
軍
歴
』（
兵
陰
陽
）、

『
日
遊
太
一
五
子
元
出
軍
勝
負
七
十
二
局
』（
五
行
）
と
『
小
遊
太

一
立
成
七
十
二
局
』（
兵
陰
陽
）
の
よ
う
に
、
文
献
名
が
類
似
し

な
が
ら
別
々
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

『
通
志
』
で
は
兵
陰
陽
と
五
行
、
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
文
献
名

も
非
常
に
具
体
的
で
あ
り
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
兵
陰
陽
＝
人

物
・
神
の
名
歬
を
冠
し
、
一
見
し
て
ど
の
よ
う
な
內
容
か
分
か
ら

な
い
文
献
名
」「
五
行
＝
具
体
的
な
占
術
・
タ
ー
ム
を
含
む
文
献

名
」
と
い
う
傾
向
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
以
上
の
二
点

か
ら
も
『
通
志
』
に
お
け
る
兵
陰
陽
の
定
義
が
、『
漢
書
』
と
は

異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

以
上
、『
漢
書
』
芸
文
志
・『
通
志
』
芸
文
略
を
通
じ
、
兵
陰
陽

と
い
う
槪
念
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。『
漢
書
』
芸
文
志
で
提

唱
さ
れ
た
兵
陰
陽
は
『
通
志
』
芸
文
略
に
継
承
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

『
漢
書
』
の
よ
う
な
厳
密
な
用
い
ら
れ
方
で
は
な
く
、
単
に
術

数
・
軍
事
に
関
係
す
る
思
想
を
含
む
も
の
で
あ
れ
ば
分
類
し
て
い

た
。
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四
、�

兵
陰
陽
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
―
兵

書
・
占
書
・
兵
術
数
と
の
関
わ
り
か
ら

『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
け
る
兵
陰
陽
と
い
う
区
分
は
、
殆
ど
継

承
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
図
書
目
録
で
唯
一
継
承
し

て
い
た
『
通
志
』
も
、
厳
密
に
は
『
漢
書
』
の
定
義
を
継
承
し
て

い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
原
因
の
一
つ

と
し
て
、
そ
も
そ
も
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
い
て
兵
数
術
が
継
承

さ
れ
た
一
方
、
兵
陰
陽
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

南
北
朝
以
降
に
成
立
し
て
現
存
し
て
い
る
文
献
―
『
太
白
陰

経
』『
虝
鈐
経
』『
武
経
総
要
』
と
い
っ
た
兵
書
や
、『
乙
巳
占
』

『
開
元
占
経
』
と
い
っ
た
占
書
に
お
い
て
、
術
数
に
基
づ
く
兵
学

思
想
は
、
兵
数
術
的
な
短
い
占
術
が
箇
条
書
き
風
に
並
ぶ
の
み
で

あ
る
。
一
方
兵
陰
陽
的
要
素
は
、
序
以
外
の
部
分
で
は
確
認
で
き

ず
、
本
文
で
は
兵
術
数
的
な
記
述
が
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

兵
陰
陽
的
な
記
述
は
、『
太
平
御
覧
』
を
は
じ
め
と
す
る
類
書

の
中
に
辛
う
じ
て
い
く
つ
か
見
つ
か
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

を
以
下
に
掲
げ
る
。

『
玄
女
兵
法
』
曰
、「
凡
行
兵
之
衜
、
天
地
大
寶
、
得
者
全
勝
、

失
者
必
負
。
北
斗
之
中
、
禽
有
句
始
、
狀
像
雄
雞
、
制
百
兵

之
母
、
能
得
其
術
、
何
神
不
使
。
九
地
九
天
、
各
有
表
裏
。

三
奇
六
合
、
王
威
軍
士
。」

『
玄
女
兵
法
』
曰
く
、「
凡
そ
行
兵
の
衜
、
天
地
の
大
宝
、
得

る
者
は
全
く
勝
ち
、
失
う
者
は
必
ず
負
く
。
北
斗
の
中
、
禽

に
句
始
有
り
、
状
は
雄
雞
に
像
り
、
百
兵
を
制
す
る
の
母
、

能
く
其
の
術
を
得
、
何
の
神
か
使
わ
ざ
ら
ん
。
九
地
九
天
、

各 

表
裏
有
り
。
三
奇
六
合
、
王 

軍
士
を
威お

ど

す
。」
と
。（『
太

平
御
覧
』
巻
三
百
二
十
八
・
兵
部
五
十
九
・
占
候
）

『
玄
女
兵
法
』
で
は
、「
天
地
の
大
宝
」「
三
奇
六
合
」
の
よ
う

に
、
抽
𧰼
的
な
語
が
登
場
し
て
い
る
他
、「
行
兵
の
衜
」
の
よ
う

に
総
括
的
な
視
点
も
確
認
で
き
、『
蓋
廬
』『
地
典
』
の
ご
と
き
兵

陰
陽
の
性
質
と
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
非
常

に
稀
で
あ
る
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
南
北
朝
以
降
、
中
国

兵
学
思
想
史
に
お
い
て
、
兵
陰
陽
よ
り
兵
数
術
の
ほ
う
が
主
要
な

位
置
を
占
め
て
い
く
が
、
こ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
兵
陰
陽
が
諸
文
献
か
ら
引
用
し
つ
つ
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一
八

類
書
化
・
総
合
化
し
て
い
く
兵
書
・
占
書
と
相
性
が
悪
い
一
方
、

兵
数
術
は
相
性
が
良
い
と
い
う
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
湯
浅
氏
が

旣
に
述
べ
る
よ
う
に
、『
太
白
陰
経
』『
虝
鈐
経
』
を
は
じ
め
と
し

て
、
兵
学
思
想
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
、
総
合
化
・
百
科
全
書
化

と
い
う
現
𧰼
が
挙
げ
ら
れ
る（

（2
（

。
ま
た
、『
乙
巳
占
』
や
『
開
元
占

経
』
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
術
数
や
占
書
に
お
い
て
も
、
こ

の
総
合
化
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
様
々
な
文
献
や

人
物
の
発
言
を
集
め
て
引
用
し
、
分
類
し
て
い
る
点
も
註
目
さ
れ

る
。術

数
に
基
づ
く
兵
学
思
想
の
主
な
受
け
皿
で
あ
る
兵
書
・
占
書

が
、
諸
書
か
ら
記
述
を
引
用
し
て
総
合
化
と
い
う
方
針
を
取
る
中

で
、
仮
に
兵
陰
陽
と
兵
数
術
と
で
選
べ
る
の
な
ら
、
撰
者
は
後
者

を
選
ぶ
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
述
の
通
り
、
占
術
ご
と

に
分
類
・
整
理
し
て
収
録
し
た
総
合
的
兵
書
・
占
書
と
兵
数
術
は

相
性
が
良
い
一
方
、
兵
陰
陽
と
は
相
性
が
悪
い
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
総
合
的
兵
書
で
占
術
も
収
録
し
て
い
る
『
太
白
陰

経
』
に
、
右
の
『
玄
女
兵
法
』
の
記
述
を
組
み
込
む
と
し
て
、

「
雑
占
」
の
「
占
日
」「
占
⺼
」「
占
五
星
」「
占
流
星
」「
占
客
星
」

「
占
妖
星
」「
占
雲
気
」「
分
野
占
」「
風
⻆
」「
五
音
占
風
」「
鳥
情

占
」
の
う
ち
、
ど
の
項
目
に
分
類
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。『
玄
女
兵

法
』
の
記
述
は
抽
𧰼
的
で
何
か
の
占
術
に
特
化
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
た
め
、
ど
こ
に
も
分
類
し
づ
ら
い
。

実
際
、『
太
白
陰
経
』
や
『
開
元
占
経
』
は
、
占
術
ご
と
に
分

類
し
た
上
で
、
大
部
分
が
短
文
の
兵
数
術
的
記
述
を
列
挙
し
て
い

る
が
、『
玄
女
兵
法
』
の
よ
う
な
兵
陰
陽
的
な
記
述
は
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
兵
陰
陽
は
後
世
の
類
書
化
・
総
合
化
と

い
う
現
𧰼
と
相
性
が
悪
い
た
め
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
兵
書
・
占
書
が
類
書
化
・
総
合
化
す
る
時
点
で
旣

に
兵
陰
陽
が
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
や
む
を
得
ず
兵
数
術

の
み
を
引
用
し
て
現
在
の
形
に
編
集
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
な
ぜ
兵
陰
陽
は
早
い
段
階
で
廃
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
兵
陰
陽
と
い
う
抽
𧰼
的
・
理
論
的
な
性
質
が
、

実
戦
で
の
有
用
性
に
乏
し
く
、
継
承
さ
れ
づ
ら
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
兵
陰
陽
の
記
述
は
、
ど
れ
も

実
戦
と
い
う
点
で
は
有
効
性
が
薄
い
。
例
え
ば
『
玄
女
兵
法
』
の
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一
九

「
凡
そ
行
兵
の
衜
、
天
地
の
大
宝
、
得
る
者
は
全
く
勝
ち
、
失
う

者
は
必
ず
負
く
。」
は
、
術
数
的
に
勝
利
す
る
た
め
の
大
綱
を
述

べ
る
も
の
の
、
具
体
的
に
勝
利
す
る
た
め
の
方
策
が
分
か
ら
な
い
。

一
方
、「
●
日
暈
に
珥
あ
れ
ば
、
人
主 

謀
有
り
。
軍 

外
に
在
れ

ば
、
悔
有
り
。」（『
天
文
気
𧰼
雑
占
』）
の
よ
う
な
兵
数
術
の
場
合
、

攻
撃
や
撤
退
な
ど
、
具
体
的
に
対
策
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
以
降
、
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
い
て
、

兵
陰
陽
よ
り
兵
数
術
の
ほ
う
が
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
く
理
由

は
、「
引
用
す
る
際
の
利
便
性
」
と
「
実
戦
で
の
有
用
性
」
と
い

う
点
に
お
い
て
、
後
者
が
歬
者
に
勝
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
予
測
で

き
る
。

結
語

小
論
で
は
、
ま
ず
『
漢
書
』
芸
文
志
・
兵
書
略
・
兵
陰
陽
の
說

朙
や
、
伝
世
文
献
・
新
出
土
文
献
の
記
述
、
劉
氏
・
木
村
氏
の
先

行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
兵
陰
陽
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、『
漢
書
』
に
お
け
る
兵
陰
陽
は
、「
①
軍
事
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
」「
②
術
数
に
基
づ
く
こ
と
（
具
体
的
に
は
、
三
才
思

想
や
天
人
感
応
・
物
類
相
感
を
根
底
に
し
つ
つ
、「
𧰼
（
𧰼
徴
）」「
数

（
数
理
）」「
形
（
形
状
）」
を
根
拠
に
吉
凶
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
）」

「
③
抽
𧰼
的
・
網
羅
的
と
い
う
意
味
で
論
理
的
な
槪
念
が
表
出
し

て
い
る
こ
と
」
と
い
う
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、

兵
陰
陽
と
は
別
に
、
具
体
的
で
技
術
的
操
作
を
主
に
說
く
兵
数
術

も
存
在
し
て
い
た
。

そ
し
て
『
通
志
』
芸
文
略
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
以
降
、
唯
一

兵
陰
陽
と
い
う
区
分
を
採
用
し
て
い
る
目
録
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
通
志
』
で
実
際
に
兵
陰
陽
と
分
類
さ
れ
て
い
る
『
太
白
陰
経
』

は
、『
孫
子
』
流
の
人
為
に
基
づ
く
兵
学
思
想
に
加
え
、
兵
数
術

や
「
兵
技
巧
」
の
側
面
も
有
し
て
い
た
た
め
、
総
合
的
兵
書
で
あ

る
「
兵
権
謀
」
の
性
質
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、『
通
志
』
の
兵

陰
陽
と
五
行
に
分
類
さ
れ
て
い
る
文
献
名
の
傾
向
か
ら
、『
通
志
』

芸
文
略
の
兵
陰
陽
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
兵
陰
陽
と
は
定
義
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、『
漢

書
』
芸
文
志
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
兵
陰
陽
は
、
目
録
学
上
、
殆

ど
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
継
承
さ
れ
た
と
し
て
も
、
厳
密
に

は
実
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
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二
〇

ま
た
、
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
の
も
、
兵
陰

陽
で
は
な
く
兵
数
術
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
引
用
す
る

際
の
利
便
性
と
実
戦
で
の
有
用
性
に
お
い
て
、
兵
陰
陽
が
兵
数
術

に
劣
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
恐
ら
く
、
長
い
歴
史
の
中

で
、
ま
ず
兵
数
術
の
知
識
が
蓄
積
・
昇
華
さ
れ
、
そ
の
後
高
度
に

理
論
的
・
総
括
的
・
抽
𧰼
的
な
兵
陰
陽
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
後

兵
陰
陽
は
支
持
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

小
論
で
は
、
二
種
の
図
書
目
録
に
絞
っ
て
兵
陰
陽
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
他
の
目
録
も
参
照
し
つ
つ
包
括

的
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
で
述
べ
る
「
術
数
に
基

づ
く
兵
学
思
想
」
の
特
徴
・
変
迁
に
つ
い
て
は
、
占
術
ご
と
に
考

察
し
た
上
で
、
改
め
て
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）　

出
典
の
『
漢
書
』
で
は
単
に
「
陰
陽
」
と
し
か
表
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
他
の
区
分
が
「
兵
権
謀
」「
兵
形
勢
」「
兵
技
巧
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
兵
」
の
字
を
逸
し
て
い
る
と
判
断
し
、
小
論

の
中
で
は
補
っ
て
い
る
。

（
2
）　

湯
浅
邦
弘
「
合
理
と
呪
術
の
兵
法
―
『
太
白
陰
経
』
―
」

（『
戦
い
の
神　

中
国
古
代
兵
学
の
展
開
』
所
収
、
研
文
出
版
、
二

〇
〇
六
年
）
二
七
八
～
二
八
〇
頁
。

（
3
）　

鈴
木
逹
朙
「
先
秦
兵
書
に
お
け
る
「
黄
老
化
」
に
つ
い
て
―

『
六
韜
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学
会
若
手
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
論
集
』、
二
〇
一
二
年
）、
武
田
時
昌
「
天
の
時
、
地
の
利
を

推
す
兵
法　

兵
陰
陽
の
占
術
理
論
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
三

十
四
号
、
二
〇
一
三
年
）

（
4
）　
「
従
出
土
文
献
看
兵
陰
陽
」（『
戦
国
秦
漢
簡
帛
叢
』
所
収
、
文

物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
は
『
淸
華
中
文
学
林
』
第
一
期
、

二
〇
〇
五
年
）

（
5
）　
「
長
沙
楚
帛
書
通
論
」（『
当
代
学
者
自
選
文
庫
・
李
学
勤
巻
』

所
収
、
安
徽
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
初
出
は
『
楚
文
化
研

究
論
集
』、
荊
楚
書
社
、
一
九
八
七
年
）。
な
お
、
劉
氏
の
論
文
中

で
引
用
さ
れ
て
い
る
通
り
、
章
学
誠
も
李
氏
と
同
様
の
立
場
を
取

る
。

	

蓋
諸
子
略
中
陰
陽
家
、
乃
鄒
衍
談
天
・
鄒
奭
雕
龍
之
類
、
空
論
其

理
、
而
不
徵
其
數
者
也
。
數
術
略
之
天
文
曆
譜
諸
家
、
乃
泰
一
・

五
殘
・
日
⺼
星
氣
、
以
及
黃
帝
・
顓
頊
・
日
⺼
宿
曆
之
類
、
顯
徵

度
數
、
而
不
衍
空
文
者
也
。（『
校
讎
通
義
』
漢
志
諸
子
第
十
四
）

（
6
）　
「
堪
輿
」
は
、「
星
辰
・
方
位
・
干
支
を
用
い
た
占
術
」
と

「
都
城
・
住
居
・
墳
墓
を
作
る
た
め
の
地
相
学
・
宅
相
学
・
墓
相
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二
一

学
の
類
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
歬
者
を
指
す
。「
堪
輿
」

に
つ
い
て
は
、
名
和
敏
光
「
出
土
資
料
「
堪
輿
」
考
」（『
古
代
史

研
究
第
八
創
立
七
十
周
年
記
念
論
文
集
』
所
収
、
研
文
出
版
、
二

〇
一
七
年
）
二
五
七
〜
二
六
九
頁
、
お
よ
び
同
「
堪
輿
占
考
」

（『
歬
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化
〉』
所
収
、
勉
誠
出

版
、
二
〇
二
〇
年
）
四
十
三
〜
五
十
一
頁
に
詳
し
い
。

（
7
）　

な
お
劉
氏
は
、
余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
巻
四
（『
中
国
現
代

学
術
経
典
・
余
嘉
錫
・
楊
樹
逹
巻
』
に
収
録
、
河
北
敎
育
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
で
、
子
韋
や
鄒
衍
の
よ
う
な
陰
陽
家
が
天
文
五
行

の
よ
う
な
「
数
術
の
学
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
引
用
し
、
両

者
が
完
全
に
分
か
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

（
8
）　
「
●
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
元
来
「
・
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
が
、
並
列
を
表
す
「
・
」
と
同
じ
表
記
と
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、「
●
」
と
表
記
し
て
い
る
。
一
〇
・
一
一
頁
で
引
用
し
て

い
る
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
節
』
の
「
●
」
も
同
じ
。

（
9
）　
『
蓋
廬
』『
地
典
』
の
他
、
同
様
の
性
質
を
持
つ
文
献
と
し
て
、

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
節
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
10
）　

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
地
典
』
と
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
地
典　

六
篇
」
に
つ
い
て
、
秋
山
陽
一
郎
『
劉
向
戦
国
策
の
文
献
学
的
研

究
―
二
劉
校
書
研
究
序
說
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
は
、

『
漢
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
文
献
が
、
劉
親
子
ら
が
新

た
に
整
理
し
て
定
め
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、
出
土
文
献
を
安

直
に
芸
文
志
の
著
録
書
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。

確
か
に
、
厳
密
な
意
味
で
出
土
文
献
と
芸
文
志
の
テ
キ
ス
ト
は
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
の
大
ま
か
な
形
式

に
対
す
る
議
論
で
あ
る
た
め
、
特
に
問
題
と
し
な
い
。

（
11
）　

刑
徳
說
に
つ
い
て
は
、
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
や
小
倉
垩

「
馬
王
堆
帛
書
「
刑
徳
」
篇
「
刑
徳
大
遊
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
八
輯
第
四
分

册
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
12
）　
「
術
数
」
と
い
う
語
の
定
義
に
関
す
る
論
考
つ
い
て
は
、
大
野

裕
司
「
新
出
土
資
料
と
中
国
古
代
術
数
研
究
」（『
戦
国
秦
漢
出
土

術
数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
北
海
衜
大
学
出
版
社
、
二
〇

一
四
年
）
や
、
水
口
幹
記
「〈
術
数
文
化
〉
と
い
う
用
語
の
可
能

性
に
つ
い
て
」（『
歬
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化
〉』

所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
が
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
。

（
13
）　
「
術
数
学
の
槪
念
と
そ
の
地
位
」（『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
第

一
輯
、
一
九
五
〇
年
）

（
14
）　

歬
掲
「
術
数
学
の
槪
念
と
そ
の
地
位
」、
九
十
八
・
九
十
九
頁
。

（
15
）　

鈴
木
氏
は
、
歬
掲
「
先
秦
兵
書
に
お
け
る
「
黄
老
化
」
に
つ

い
て
―
『
六
韜
』
を
中
心
と
し
て
―
」
に
お
い
て
、
兵
書
と
三
才

思
想
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
武
田
氏
は
、「
天
の
時
、

地
の
利
を
推
す
兵
法　

兵
陰
陽
の
占
術
理
論
」
に
て
、「
天
の
時

を
推
す
兵
法
」「
地
の
利
を
推
す
兵
法
」
と
稱
す
る
。

（
16
）　

歬
掲
「
術
数
学
の
槪
念
と
そ
の
地
位
」、
九
十
九
頁
。



兵
陰
陽
の
定
義
と
そ
の
行
方

二
二

（
17
）　

こ
れ
は
物
類
相
感
說
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
武
田
時

昌
「
物
類
相
感
說
と
精
誠
の
哲
学
」（『
術
数
学
の
思
考　

交
叉
す

る
科
学
と
占
術
』
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
18
）　

八
風
占
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
天
地
八

風
五
行
客
主
五
音
之
居
』
に
お
け
る
八
風
理
論
と
そ
の
變
迁
―
客

主
觀
を
中
心
と
し
て
」（『
中
國
出
土
資
料
研
究
』
第
二
十
二
号
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
19
）　
『
太
白
陰
経
』
に
つ
い
て
は
、
歬
掲
「
合
理
と
呪
術
の
兵
法
―

『
太
白
陰
経
』
―
」
に
て
、
テ
キ
ス
ト
問
題
を
含
め
た
詳
細
な
考

察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

李
零
氏
は
、「
読
《
孫
子
》
劄
記
」（『《
孫
子
》
十
三
篇
綜
合

研
究
』
所
収
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
、
現
行
本

『
孫
子
』
に
は
術
数
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。

（
21
）　
「【　

】」
は
、
本
来
竹
簡
が
欠
損
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、
文

脉
か
ら
補
っ
て
い
る
文
字
を
表
す
。

（
22
）　

歬
掲
『
戦
い
の
神　

中
国
古
代
兵
学
の
展
開
』
の
第
三
部
第

三
章
・
第
四
章
を
参
照
。
な
お
、
湯
浅
氏
が
述
べ
る
所
の
兵
陰
陽

は
術
数
に
基
づ
く
兵
学
思
想
全
般
を
指
し
、
小
論
で
述
べ
る
兵
数

術
に
対
す
る
槪
念
と
し
て
の
兵
陰
陽
と
は
異
な
る
た
め
、
こ
の
相

違
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
、「
図
書
目
録
か
ら
見
た
兵
学
と
術
数
に
つ
い
て
―
兵
陰
陽

を
中
心
と
し
て
」（
第
三
回
科
研
費
研
究
課
題
検
討
会
（
基
盤
研
究

（
Ｂ
）、
課
題
「
五
～
一
二
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化
〉

の
深
化
と
変
容
」）、
二
〇
二
〇
年
六
⺼
二
〇
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

を
も
と
に
定
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
掲
載
に
あ
た
り
、
査
読
担
当
の
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、

数
々
の
ご
敎
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
し
た
い
。

　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
「
古
代
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
け
る
天
文
占
の

理
論
構
造
に
つ
い
て
―
新
出
土
文
献
を
活
用
し
て
」（
研
究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援　

19K
23004

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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兵阴阳的定义与继承
椛岛 雅弘

所谓“兵阴阳”，是《汉书・艺文志》中作为区分兵书之一而使用。本文首先参照《汉

书》中“兵阴阳”的说朙，与传世文献、出土文献的记载，以及刘乐贤先生的研究，

探讨“兵阴阳”的定义。结果发现《汉书》中的兵阴阳有以下三点：①和军事有关；

②基于术数思想（具体而言，以三才思想与天人感应、物类相感为底，根据阴阳、五

行、气等中国独特的自然观来预测未来；③在抽𧰼性、槪括性的意义上，包含理论性

的內容。另一方面，还发现了存在着与兵阴阳所不同，以具体地解说技术操作的“兵

数术”。

在《汉书・艺文志》以后，只有《通志・艺文略》是使用兵阴阳进行区分的目录。

但在《通志》中被作为兵阴阳分类的《太白阴经》，包含《孙子》等人为性的兵学思想，

也带有兵数术、“兵技巧”的性质，因此《太白阴经》是具有综合兵书的“兵权谋”

的性质。由此看来，《通志・艺文略》的兵阴阳与《汉书・艺文志》的兵阴阳的定义

幷不相同。

此外，鉴于兵阴阳比兵数术引用不便，所以认为在中国兵学思想史中继承的是兵

数术，而不是兵阴阳。




